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福知山市短期集中介入サービスＣ（通所型サービス）事業委託業務仕様書 

 

１ 目的 

 通所型サービスＣは、心身機能・生活機能が低下している高齢者に対して、期限を

明確にした上で、専門職が機能低下の状態に応じて、運動プログラムを提案し実施す

ることで、高齢者の心身機能・生活機能を改善・向上させることを目的としている。

また、高齢者のセルフケア能力を高める働きかけを行い、事業終了後も、継続して介

護予防に取り組めることを目指している。 

 

２ 委託業務実施期間 

 令和５年４月１日から令和７年３月３１日まで 

   

３ 委託業務の概要等 

（１）利用者について 

  「通所型サービスＣ」は、当市に住所を有し、介護保険法に基づく要支援１及び

要支援２の認定者又は基本チェックリスト該当者を対象として、介護予防ケアマネ

ジメントに基づき、必要と認められた者（以下「利用者」という。） 

 

（２）実施場所   

高齢者にとっての送迎負担を考慮し、実施会場を旧市域、旧３町の各１箇所（計

４箇所）に会場を設ける。ただし、事業対象者の人数によっては、一部エリアを変

更して実施する場合がある。 

旧３町地域の実施会場について、市が提供する会場にて実施すること。 

 

（３）提供期間   

基本として週１回、３か月間継続して行い、１２回（１クール）実施すること。

但し、継続利用が必要と認められる場合は１２回の延長を行うこと。なお、サー

ビス開始は、受託事業所の実施会場ごとに受入体制を考慮しつつ随時の開始とす

る。 

１回のサービス提供時間は、健康チェック等を含めて２時間程度とする。但し、

送迎時間は含まない。 

 

（４）業務内容 

  福知山市を「発注者」とし、受託事業者を「受注者」として以下の業務を行うも

のとする。 

① 運動プログラムを基本とし、利用者ごとに心身機能・生活機能の向上を図るサ
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ービス提供をすること。 

② 受注者は、利用者に週１回の通所型サービスを提供し、心身機能・生活機能の

改善・向上を目指すととともに、市が実施する訪問型サービスと連携し、一体

的なサービス提供に努めるものとする。 

③ 通所に係る利用者の送迎を実施すること。利用者の安全を第一に考え、適切な

送迎場所、送迎時間等の調整を利用者と密に行うこと。但し、利用者自ら通所

する場合はこの限りではない。 

④ 受注者は、市が実施する訪問型サービスＣのリハビリテーション専門職と一緒

に利用者の居宅を訪問し、心身機能・生活機能向上につながるような視点をも

ってアセスメント、評価を行う。それぞれのアセスメントに用いる様式は任意

とする。 

⑤ 受注者は、担当介護支援専門員等が作成した介護予防サービス計画書に基づ

き、その計画書に示されている目標に沿って、通所型サービスの計画書を作成

する。なお、利用者が１クールで達成可能な目標及び概ね４週ごとの援助内容

を設定し、一体的に実施できるよう作成すること。 

⑥ 受注者は、サービス提供を開始する前に、利用者に対し、計画の内容、１クー

ルで達成可能な目標、概ね４週ごとの援助内容、その他「通所型サービスＣ」

に関する情報について十分に説明すること。 

⑦ 受注者は、計画実施上の問題点があれば、担当介護支援専門員等と協議した上

で計画を修正すること。 

⑧ 受注者は、市が実施する訪問型サービスＣのリハビリテーション専門職の参加

を得て、利用者の目標の達成度と心身機能・生活機能について指定した様式を

用いてモニタリングを概ね４週ごとに実施し、関係者間で情報を共有しなけれ

ばならない。 

⑨ 受注者は、市と協力し、この事業の効果検証を行うこと。 

⑩ 受注者は、利用者がサービス利用中に負傷又は死亡事故、行方不明になったと

き、自然災害、職員の不祥事、食中毒及び感染症が発生したときは、速やかに

対応するとともに、通所型サービスＣ事故発生報告書を作成し、発注者へ報告

すること。 

なお、その後の事故に対する対応状況及び経過等については、通所型サービス

Ｃ事故報告書を提出すること。 
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４ 人員基準、設備基準 

 介護保険法に基づく事業所指定（下表参考）を受けている市内の事業所に委託する

ものとする。満たすべき基準としては以下のとおりとする。 

 

対象事

業種別 

地域密着型通所介護、通所介護、通所リハビリテーション、介護予防通所介

護、介護予防通所リハビリテーション 

人員基

準 

適切にサービスが提供でき、安全に事業が実施できる人員を配置する 

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護師、柔道整復師、あん摩マッサ

ージ指圧師の有資格者から１名以上必置とする 

利用者が１０名未満の場合は人員２名以上（必置人員含む）とする 

１０名を超える場合は人員１名に対し、利用者５名以内の配置とする 

設備 １５名程度の利用者に適切にサービス提供でき、安全に事業が実施できる場

所を確保する 

運営基

準 

介護保険サービスを提供している時間帯に同一スペースでサービス提供をし

ないこと 

 

５ サービス利用者の自己負担について 

（１） 利用者自己負担  無料 

 

６ 運営に関する留意事項 

（１）事業の実施について 

 ア 事業開始前に必ず参加者の体調確認を行う。 

 イ 安全かつ効果的にプログラムを実施、および指導する。 

 ウ 安全に事業が実施できるように、適宜参加者の状況確認と声掛けを行う。 

 エ 感染予防のため、感染予防計画を定め、実施する。 

（２）天候による事業の実施判断について 

  受注者は、台風や暴風警報発令などの悪天候時、事業実施により利用者に危険が

およぶ可能性がある場合は、本市と協議の上、判断すること。また事業中止をする

場合は、利用者への連絡をすること。 

（３）再委託の禁止 

  受注者は、第三者に委託業務の一部または全部を再委託し、又は請け負わせては

ならない。 

（４）管理者の選定 

  委託業務の執行に当たっては、受注者は、管理者を定めることにより責任の所在

を明確にするものとする。 

（５）苦情処理 
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  受注者は、委託業務の執行に関する利用者及びその家族等からの苦情に迅速かつ

適切に対応するために必要な体制を整備しなければならない。 

（６）その他 

  本仕様に定めのない事項、または本業務に疑義が生じた場合は、本市と受注者が

その都度協議を行いながら、当該事業の円滑な実施に努めるものとする。 


